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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 12日 (2005.8.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 取 付 面 に 設 け ら れ た 埋 め 込 み 孔 に 挿 入 さ れ 、 下 端 に 設 け ら れ た 外 鍔 部 を 前 記 埋 め 込 み 孔
の 周 り の 取 付 下 面 に 当 接 さ せ て 取 付 け ら れ る 器 具 本 体 と 、 前 記 器 具 本 体 の 外 側 面 下 方 に 設
け ら れ た ば ね 取 付 部 と 、 前 記 ば ね 取 付 部 に 一 端 部 が 固 定 さ れ 他 端 部 の 弾 性 力 で 前 記 器 具 本
体 を 前 記 取 付 面 に 固 定 す る 複 数 の 取 付 ば ね と を 備 え 、 前 記 ば ね 取 付 部 は 、 前 記 取 付 ば ね の
一 端 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 両 側 端 と 並 行 す る よ う に 水 平 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 有 し て 一 対 の
立 壁 が 並 設 さ れ 、 夫 々 の 立 壁 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 前 端 か ら 対 向 す る 立 壁 の 方 向 へ 向 け て 延
設 さ れ た 延 設 片 で 前 記 取 付 ば ね の 器 具 本 体 と 反 対 側 の 面 を 保 持 す る ば ね 保 持 部 と 、 前 記 一
対 の 立 壁 の 間 に 前 記 立 壁 と 並 行 す る よ う に 設 け ら れ 前 記 取 付 ば ね の 器 具 本 体 側 の 面 を 支 え
る ２ つ の ば ね 支 え リ ブ と を 備 え 、 前 記 ２ つ の ば ね 支 え リ ブ を 、 に 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 埋 め 込 み 型 照 明 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】

前 記 延 設 片 近 傍

前 記 ２ つ の ば ね 支 え リ ブ を 、 前 記 一 対 の 立 壁 間 の 中 心 線 と 夫 々 の 立 壁 と の 間 で 、 前 記 立
壁 寄 り の 位 置 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 埋 め 込 み 型 照 明 器 具 。

前 記 ば ね 保 持 部 の 延 設 片 を 厚 肉 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 埋 め 込 み 型
照 明 器 具 。

前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の 隅 部 を 、 該 立 壁 お よ び 該 延 設 片 の 両 面 に 対 し て 斜 め
に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 埋 め 込 み 型 照 明 器 具 。

前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の 隅 部 に ア ー ル を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 埋 め 込 み 型 照 明 器 具 。



　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 取 付 面 に 設 け ら れ た 埋 め 込 み 孔 に 挿 入
さ れ 、 下 端 に 設 け ら れ た 外 鍔 部 を 前 記 埋 め 込 み 孔 の 周 り の 取 付 下 面 に 当 接 さ せ て 取 付 け ら
れ る 器 具 本 体 と 、 前 記 器 具 本 体 の 外 側 面 下 方 に 設 け ら れ た ば ね 取 付 部 と 、 前 記 ば ね 取 付 部
に 一 端 部 が 固 定 さ れ 他 端 部 の 弾 性 力 で 前 記 器 具 本 体 を 前 記 取 付 面 に 固 定 す る 複 数 の 取 付 ば
ね と を 備 え 、 前 記 ば ね 取 付 部 は 、 前 記 取 付 ば ね の 一 端 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 両 側 端 と 並 行
す る よ う に 水 平 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 有 し て 一 対 の 立 壁 が 並 設 さ れ 、 夫 々 の 立 壁 の 長 手 方 向
に 沿 っ た 前 端 か ら 対 向 す る 立 壁 の 方 向 へ 向 け て 延 設 さ れ た 延 設 片 で 前 記 取 付 ば ね の 器 具 本
体 と 反 対 側 の 面 を 保 持 す る ば ね 保 持 部 と 、 前 記 一 対 の 立 壁 の 間 に 前 記 立 壁 と 並 行 す る よ う
に 設 け ら れ 前 記 取 付 ば ね の 前 記 器 具 本 体 側 の 面 を 支 え る ２ つ の ば ね 支 え リ ブ と を 備 え 、 前
記 ２ つ の ば ね 支 え リ ブ を 、 に 設 け た も の と し た 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 延 設 片 を 厚 肉 に 形
成 し た も の と し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の
隅 部 を 、 該 立 壁 お よ び 該 延 設 片 の 両 面 に 対 し て 斜 め に 形 成 し た も の と し た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の
隅 部 に ア ー ル を 設 け た も の と し た 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 取 付 面 に 設 け ら れ た 埋 め 込 み 孔 に 挿 入 さ れ 、 下 端
に 設 け ら れ た 外 鍔 部 を 前 記 埋 め 込 み 孔 の 周 り の 取 付 下 面 に 当 接 さ せ て 取 付 け ら れ る 器 具 本
体 と 、 前 記 器 具 本 体 の 外 側 面 下 方 に 設 け ら れ た ば ね 取 付 部 と 、 前 記 ば ね 取 付 部 に 一 端 部 が
固 定 さ れ 他 端 部 の 弾 性 力 で 前 記 器 具 本 体 を 前 記 取 付 面 に 固 定 す る 複 数 の 取 付 ば ね と を 備 え
、 前 記 ば ね 取 付 部 は 、 前 記 取 付 ば ね の 一 端 部 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 両 側 端 と 並 行 す る よ う に
水 平 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 有 し て 一 対 の 立 壁 が 並 設 さ れ 、 夫 々 の 立 壁 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 前
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前 記 延 設 片 近 傍 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は
、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ２ つ の ば ね 支 え リ ブ を 、 前 記 一 対 の 立 壁 間 の 中 心 線
と 夫 々 の 立 壁 と の 間 で 、 前 記 立 壁 寄 り の 位 置 に 夫 々 設 け た も の と し た 。

３

４

５

お よ び 請 求 項 ２



端 か ら 対 向 す る 立 壁 の 方 向 へ 向 け て 延 設 さ れ た 延 設 片 で 前 記 取 付 ば ね の 器 具 本 体 と 反 対 側
の 面 を 保 持 す る ば ね 保 持 部 と 、 前 記 一 対 の 立 壁 の 間 に 前 記 立 壁 と 並 行 す る よ う に 設 け ら れ
前 記 取 付 ば ね の 前 記 器 具 本 体 側 の 面 を 支 え る ２ つ の ば ね 支 え リ ブ と を 備 え 、 前 記 ２ つ の ば
ね 支 え リ ブ を 、 前 記 一 対 の 立 壁 間 の 中 心 線 と 夫 々 の 立 壁 と の 間 で
、 前 記 立 壁 寄 り の 位 置 に 設 け た の で 、 弾 性 力 が 少 な く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く 折 れ や
す い 物 性 を も っ た 樹 脂 材 料 を 用 い て 前 記 ば ね 取 付 部 を 形 成 し 、 前 記 ば ね 支 え リ ブ を 支 点 と
し て 前 記 取 付 ば ね か ら 前 記 ば ね 保 持 部 に 応 力 が か か っ た 場 合 で も 、 前 記 ２ つ の ば ね 支 え リ
ブ の 間 隔 を 広 げ て 設 け た こ と に よ り 前 記 ば ね 保 持 部 に か か る 応 力 の 支 点 が ず れ て 、 前 記 ば
ね 保 持 部 に か か る 応 力 が 低 減 さ れ 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き る の で 、 弾 性
力 が 少 な く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く て 折 れ や す い が コ ス ト の 安 い 樹 脂 材 料 を 用 い て 製
品 の コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 延 設 片 を 厚 肉 に 形
成 し た の で 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 強 度 が 増 し 、 弾 性 力 が 少 な く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く
折 れ や す い 物 性 を も っ た 樹 脂 材 料 を 用 い て 前 記 ば ね 取 付 部 を 形 成 し 前 記 ば ね 保 持 部 に 応 力
が か か っ た 場 合 で も 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 破 壊 を 更 に 防 ぐ こ と が で き る の で 、 弾 性 力 が 少 な
く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く て 折 れ や す い が コ ス ト の 安 い 樹 脂 材 料 を 用 い て 製 品 の コ ス
ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の
隅 部 を 、 該 立 壁 お よ び 該 延 設 片 の 両 面 に 対 し て 斜 め に 形 成 し た の で 、 前 記 立 壁 と 前 記 延 設
片 と の 隅 部 の 肉 厚 が 増 す こ と で 前 記 ば ね 保 持 部 の 強 度 が 増 し 、 弾 性 力 が 少 な く 局 部 的 に 応
力 が か か る と 脆 く 折 れ や す い 物 性 を も っ た 樹 脂 材 料 を 用 い て 前 記 ば ね 取 付 部 を 形 成 し 前 記
ば ね 保 持 部 に 応 力 が か か っ て も 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 破 壊 を 更 に 防 ぐ こ と が で き る の で 、 弾
性 力 が 少 な く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く て 折 れ や す い が コ ス ト の 安 い 樹 脂 材 料 を 用 い て
製 品 の コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 立 壁 と 延 設 片 と の
隅 部 に ア ー ル を 設 け た の で 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 と 同 様 に 、 前 記 立 壁 と 前 記 延 設 片 と の 隅
部 の 肉 厚 が 増 す こ と で 前 記 ば ね 保 持 部 の 強 度 が 増 し 、 弾 性 力 が 少 な く 局 部 的 に 応 力 が か か
る と 脆 く 折 れ や す い 物 性 を も っ た 樹 脂 材 料 を 用 い て 前 記 ば ね 取 付 部 を 形 成 し 前 記 ば ね 保 持
部 に 応 力 が か か っ て も 、 前 記 ば ね 保 持 部 の 破 壊 を 更 に 防 ぐ こ と が で き る の で 、 弾 性 力 が 少
な く 局 部 的 に 応 力 が か か る と 脆 く て 折 れ や す い が コ ス ト の 安 い 樹 脂 材 料 を 用 い て 製 品 の コ
ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
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前 記 延 設 片 近 傍 、 特 に 、

３

４

５
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